
 
 

 

Press Release  
 
 

報道関係者 各位 

 

 

平成 27 年上半期「雇用動向調査」の結果 

～入職率 9.7％、離職率 8.4％で、４年連続の入職超過～ 

 

厚生労働省では、このほど、平成 27 年上半期「雇用動向調査」の結果を取りまとめましたので、公表しま

す。 

「雇用動向調査」は、全国の主要産業の事業所における入職者数・離職者数、入職者・離職者の性・年齢階

級、離職理由等の状況を明らかにすることを目的に、上半期と下半期の年２回実施しており、上半期調査は１

月から６月までの状況について６～８月に調査を行っています。 

今回の調査は、５人以上の常用労働者を雇用する事業所から 15,145 事業所を抽出して行い、10,157 事業所

から有効回答を得ました。なお、回答を得た事業所の入職者 46,237 人、離職者 46,282 人についても集計して

います。 

【調査結果のポイント】 

調査結果の詳細は、別添概況をご覧ください。 

１ 入職率及び離職率 

平成 27 年上半期の入職者数は 4,593.4 千人、離職者数は 3,993.7 千人で、年初の常用労働者数に対す

る割合である入職率と離職率はそれぞれ 9.7％、8.4％、入職超過率は 1.3 ポイントの入職超過であった。 

前年同期と比べると、入職率が 1.0 ポイント低下、離職率が 0.2 ポイント低下し、入職超過率は縮小

したものの、比較可能な平成 16 年以降で最大であった前年同期に次ぐ大きさである。 

【６ページ 図１、７ページ 図２－１、19 ページ 付属統計表１－２、付属統計表１－３】 

 

２ 雇用形態、就業形態別入職者数 

雇用期間の定めのない一般労働者の入職者数は 2,086.6 千人で、前年同期 1,977.7 千人に比べて 108.9

千人増加している。                            【８ページ 表１－１】 

 

３ 職歴別入職者数及び入職率 

転職入職者数は 2,676.5 千人、未就業入職者数は 1,916.9 千人で、うち新規学卒者数※は 1,054.8 千人

であった。転職入職率は 5.6％、未就業入職率は 4.0％で、それぞれ前年同期に比べ 0.7 ポイント、0.4

ポイント低下した。                   【９ページ 図３、表２、10 ページ 表３】 

※ 進学した者であっても学業とは別に常用労働者として働いている場合を含む。 

 

４ 離職理由別離職率 

男は個人的理由によるものが 4.8％で、前年同期の 4.4％から上昇し、一方、事業所側の理由は 0.7％

で同水準であった。女は個人的理由、事業所側の理由ともに低下し、それぞれ 7.2％、0.5％であった。                               

【11 ページ 図４】 

 

５ 未充足求人数 

平成 27 年６月末日現在の未充足求人数は 1,012.8 千人、うちパートタイム労働者分が 441.8 千人で、

それぞれ前年同時点より 189.0 千人、121.3 千人増加した。 

 常用労働者数に対する割合である欠員率は 2.1％で前年同時点に比べて 0.3 ポイント上昇し、６年連

続の上昇となった。パートタイム労働者に限ると 3.8％で前年同時点に比べて 1.2 ポイント上昇した。         

【16 ページ 図 7、表７、17 ページ 表８】 
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